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総
会
は
大
柳
茂
樹
監
査
役

の
司
会
で
進
行
。
瀬
在
会
長

が
大
学
関
係
者
や
法
人
役

員
、
校
友
会
、
育
友
会
員
に

対
し
、
こ
の
１
年
の
協
力
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

矢
野
建
一
学
長
は
、
育
友

会
が
２
０
１
３
年
度
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
だ
防
災
設
備

や
防
災
備
品
の
支
援
に
感

謝
。
「
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源

と
す
る
地
震
の
発
生
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
本
学
も
６
月

２７
日
に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

７
０
０
０
人
規
模
の
防
災
訓

練
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後

と
も
学
生
の
安
心
・
安
全
の

た
め
連
携
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

日
髙
義
博
理
事
長
は
「
日

本
の
文
化
や
制
度
の
柔
軟
性

・
多
様
性
を
育
成
す
る
こ
と

が
私
学
の
役
割
」
と
語
り
、

「
専
大
の
良
さ
は
ご
父
母
も

育
友
会
員
と
し
て
、
学
生
の

育
成
に
法
人
、
大
学
、
校
友

会
と
一
体
と
な
っ
て
関
わ
る

こ
と
。
私
学
な
ら
で
は
の
多

様
な
価
値
観
を
持
っ
た
人
材

を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
結

ん
だ
。

続
い
て
来
賓
の
桃
野
直
樹

校
友
会
副
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
議
事
に
入
っ
た
。

「
１３
年
度
事
業
報
告
・
同

決
算
報
告
」
で
は
、
新
た
に

実
施
し
た
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
会
や
、
３
年
ぶ
り
の
出

場
に
沸
い
た
「
箱
根
駅
伝
の

応
援
に
感
謝
す
る
会
」
を
開

催
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
。

「
１４
年
度
事
業
計
画
・
同
予

算
」
な
ど
が
承
認
さ
れ
、
役

員
改
選
が
行
わ
れ
た
。

新
会
長
に
選
任
さ
れ
た
髙

野
雅
夫
氏
は
「
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
」
と
就
任
の
意
気

込
み
を
表
し
、
「
瀬
在
前
会

長
が
掲
げ
た�
オ
ー
ル
専
修
	

の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
学
生

の
支
援
に
努
め
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

後
に
、
退
任
役
員
を
代

表
し
て
瀬
在
前
会
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
。
「
長
女
の

入
学
と
同
時
に
育
友
会
活
動

に
参
加
し
、
素
晴
ら
し
い
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」

と
４
年
間
を
振
り
返
り
、「
専

大
に
は
ソ
チ
五
輪
に
出
場
し

た
近
藤
太
郎
選
手
（
経
営

２
）
な
ど
�
世
界
	
を
見
据

え
る
学
生
が
い
る
。
オ
ー
ル

お
お
と
り

専
修
を
軸
に
、
鳳
の
よ
う

に
�
世
界
の
専
修
	
に
羽
ば

た
い
て
ほ
し
い
」
と
新
役
員

に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

翌
８
日
に
は
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
本
年
度
第
１
回
の
全

国
支
部
長
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
６７
支
部
の
役
員
ら
１
１

６
人
が
出
席
し
た
。

本
年
度
定
期
総
会
の
新

会
長
挨
拶
で
「�
オ
―
ル

専
修
	
一
体
と
な
っ
て
学

生
支
援
を
し
た
い
」
と
宣

言
、
教
職
員
、
校
友
会
と

と
も
に
学
生
を
支
え
る
姿

勢
を
打
ち
出
し
た
。

具
体
的
に
は
▽
大
学
や

学
生
の
情
報
を
、
１
万
７

千
人
を
超
え
る
育
友
会
員

に
き
め
細
か
く
伝
え
る
▽

支
部
懇
談
会
の
充
実
▽
就

職
活
動
支
援
▽
ス
ポ
ー
ツ

応
援
▽
昨
年
度
か
ら
実
施

し
た
防
災
用
備
蓄
品
の
支

援
を
継
続
し
て
行
い
、
防

災
へ
の
意
識
を
高
め
る
―

―
な
ど
で
、
す
べ
て
「
大

学
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し

て
の
役
割
に
撤
す
る
心
構

え
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
。

育
友
会
と
の
か
か
わ
り

は
、
２
０
０
６
年
法
学
部

入
学
の
長
女
が
１
年
次
在

学
中
、
多
摩
市
で
の
夏
の

支
部
懇
談
会
に
出
席
し
た

こ
と
か
ら
。「
当
時
の
支
部

長
さ
ん
か
ら
勧
誘
の
電
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

そ
れ
ま
で
は
「
大
学
に

父
母
の
会
が
あ
る
な
ん
て

不
思
議
な
こ
と
」
と
思
っ

て
い
た
が
、
出
席
し
て
み

て
考
え
が
一
変
し
た
。
大

学
の
現
状
や
教
育
方
針
が

伝
わ
り
、な
に
よ
り
も「
同

年
代
の
先
生
方
と
フ
ラ
ン

ク
に
お
話
し
で
き
る
。
専

大
に
親
し
み
が
わ
き
ま
し

た
」。以

来
、
支
部
懇
談
会
に

は
毎
年
参
加
、
４
年
次
に

は
支
部
長
を
務
め
た
。
長

女
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に

長
男
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
に
入
学
、
本
部
役

員
に
と
話
が
あ
っ
た
時

は
、
た
め
ら
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。

建
設
関
係
の
仕
事
と
両

立
。
副
会
長
時
代
は
ス
ポ

ー
ツ
応
援
担
当
と
し
て
、

体
育
会
活
動
の
応
援
に
駆

け
つ
け
、
箱
根
駅
伝
で
は

予
選
会
か
ら
沿
道
に
繰
り

出
し
声
援
を
送
っ
た
。

「
ま
る
で
青
春
時
代
に

戻
っ
た
よ
う
。
専
大
は
第

二
の
母
校
で
す
」
と
ほ
ほ

笑
む
。

「
私
と
父
親
の
間
で
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
」
と

長
男
と
は
「
男
同
士
で
」

一
杯
酌
み
交
わ
す
こ
と

も
。
そ
の
長
男
は
就
職
活

動
中
。

「
Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
を

目
指
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
自
分
の
思
う
道
を
進

ん
で
く
れ
れ
ば
い
い
」

穏
や
か
な
父
親
の
顔
を

見
せ
る
。
６０
歳
。

２
０
１
４
年
度
育
友
会
（
瀬
在
義
夫
会
長
）
定
期

総
会
が
６
月
７
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
役
員
改
選
で
新
会
長
に
髙
野
雅
夫
氏
が
選
任
さ

れ
た
。
育
友
会
員
と
専
修
大
学
役
員
・
教
職
員
な
ど

１
８
２
人
が
出
席
し
た
。

校
友
会
・
育
友
会
共
催
の

「
留
学
生
を
囲
む
会
」
が
５

月
１４
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。
中
国
・
韓

国
・
香
港
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

か
ら
の
留
学
生
３５
人
が
参
加

し
、
グ
ル
ー
プ
交
流
と
懇
親

会
を
と
お
し
て
相
互
理
解
を

深
め
た
。

会
に
は
瀬
在
義
夫
育
友
会

長
、
山
口
慎
一
校
友
会
副
会

長
を
は
じ
め
両
会
の
役
員
１０

人
に
加
え
、
国
際
交
流
会「
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｐ
」
に
所
属
す
る
学
生

ら
１０
人
も
出
席
。
両
会
の
役

員
た
ち
は
、
留
学
生
の
日
本

で
の
体
験
談
や
将
来
の
夢
な

ど
を
熱
心
に
聞
き
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
っ
た
。

〈
富
山
県
支
部
連
合
会
総
会
〉

▽
６
月
２１
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
か
ら
車
５

分
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
富
山
」

石
橋
弘

行
氏
☎
０
７
６
６
・
２６
・
７

７
７
７
（
㈱
弁
慶
内
）

〈
野
田
鳳
会
総
会
〉

▽
６
月
２１
日
（
土
）
１３
時
開

会
▽
東
武
野
田
線
愛
宕
駅
か

ら
徒
歩
３
分
「
幸
楽
」

青

木
誠
氏
☎
０
９
０
・
２
３
３

５
・
０
３
０
７

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
美
唄

支
部
総
会
〉

▽
６
月
２５
日
（
水
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
美
唄
駅
か
ら
徒
歩

５
分
「
美
唄
商
工
会
議
所

内
」

福
山
輝
男
氏
☎
０
１

２
６
・
６３
・
４
３
２
１
（
専

修
大
学
北
海
道
美
唄
事
務
所

内
）

〈
千
葉
市
役
所
鳳
凰
会
懇
親

会
〉

▽
６
月
２７
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
千
葉
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
市
役
所
前
駅
か
ら
徒
歩

５
分
「
鮨
伸
」

内
海
豊
氏

☎
０
４
３
・
２
４
５
・
５
３

５
４
（
千
葉
市
都
市
局
都
市

総
務
課
内
）

〈
ホ
テ
ル
専
修
会
総
会
〉

▽
７
月
１
日
（
火
）
１９
時
開

会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１５
階

「
報
恩
の
間
」

八
坂
豊
氏

☎
０
８
０
・
１
０
０
７
・
１

５
２
２

〈
東
日
本
銀
行
支
部
総
会
〉

▽
７
月
１１
日
（
金
）
１９
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
か
ら
徒
歩

１３
分
「
東
天
紅

日
本
料
理

海
燕
亭
上
野
店
」

大
谷
剛

氏
☎
０３
・
３
２
７
３
・
６
２
２

１（
東
日
本
銀
行
本
店
内
）

〈
岡
山
支
部
総
会
〉

▽
７
月
１２
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
か
ら
徒
歩

７
分
「
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
岡

山
」

横
田
好
雄
氏
☎
０
８

０
・
３
５
２
９
・
１
３
６
３

〈
宇
部
・
山
陽
小
野
田
支
部

総
会
〉

▽
７
月
１２
日（
土
）１８
時
開
会

▽
Ｊ
Ｒ
宇
部
線
床
波
駅
か
ら

車
で
１０
分
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｄ
山
口
・
宇
部
」
浜
本
尚

志
氏
☎
０
８
３
６
・
３１
・
１
２

９
８

〈
秋
田
支
部
総
会
〉

▽
７
月
１９
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
か
ら
徒
歩

３
分
「
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
」

安
宅
弘
昌
氏
☎
０
９

０
・
４
３
１
１
・
５
５
０
９

４
月
２９
日
付
で
発
表
さ
れ

た
専
修
大
学
関
係
の
春
の
叙

勲
者
は
次
の
と
お
り
（
６
月

１３
日
現
在
判
明
分
）。

◇
瑞
宝
小
綬
章

中
林

愼
太
郎
氏
（
昭
４５
法

∥
消
防
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

秋
山

昭
二
氏
（
昭
４８
経
済

∥
危
険
業
務
従
事
者
功
労
）

矢
野

佳
次
氏
（
昭
５２
法
∥

危
険
業
務
従
事
者
功
労
）

高
野

勇
氏
（
昭
５８
法
∥
運

輸
行
政
事
務
功
労
）

◇
旭
日
双
光
章

岩
城

猪
一
郎
氏
（
昭
３６
商

経
∥
労
働
行
政
功
労
）

◀

校
友
、
育
友
が
留
学
生
と
交
流
（
写

真
提
供
∥
ジ
ア
ー
ス
教
育
新
社
）

◀

今
年
度
の
新
役
員
を
紹
介

相互理解深める

１４
年
度
育
友
会
定
期
総
会
を
開
催

新
役
員
を
選
出

事
業
計
画
・

予
算
を
承
認

叙叙
勲勲
受受
章章
者者

留学生を囲む会

▲

あ
い
さ
つ
す
る

瀬
在
前
会
長

育
友
会
・
新
会
長

髙
野
雅
夫
さ
ん

学
生
支
援
に
徹
し
た
い
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